
　
大
手
企
業
で
は
比
較
的
、

対
策
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
整
備

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
中
小

企
業
で
は
浸
透
し
て
い
な
い

の
が
実
情
と
い
う
。

　
松
岡
康
彦
・
工
業
部
会
副

部
会
長
は
「
（
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
を
）
予
防
す
る
マ
ニ
ュ

ア
ル
類
は
多
く
目
に
す

る

が
、
肝
心
の
発
生
後
の
対
応

に
つ
い
は
情
報
が
少
な
い
」

と
指
摘
。
中
小
企
業
の
場
合
、

社
内
で
感
染
者
が
拡
大
し
て

し
ま
っ
た
り
、
工
場
停
止
が

続
い
た
り
す
れ
ば
死
活
問
題

に
な
る
と
し
て
、
事
態
に
速

や
か
に
対
応
で
き
る
よ
う
に

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
い

た
。

　
具
体
的
に
は
、
患
者
発
生

後
に
保
健
所
と
の
連
携
や
、

設
備
な
ど
の
消
毒
、
業
務
継

続
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
推
奨

な
ど
を
記
載
し
た
。

　
松
岡
副
部
会
長
は
「
感
染

拡
大
が
こ
れ
だ
け
続
く
中
、

自
社
の
従
業
員
が
い
つ
感
染

し
て
も
お
か
し
く
な
い
。
そ

う
し
た
際
に
対
応
を
知
っ
て

お
け
ば
安
心
に
つ
な
が
る
」

と
話
し
た
。

　
な
お
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
相

模
原
会
議
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
公
開
し
て
お
り
、
市

外
企
業
で
も
入
手
で
き
る
と

い
う
。

　
経
営
は
よ
く
、
ヒ
ト
・
モ

ノ
・
カ
ネ
・
情
報
と
言
わ
れ

ま
す
。
こ
の
場
合
「
情
報
」

と
は
何
を
指
す
の
で
し
ょ
う

か
？
　
日
々
降
り
注
ぐ
よ
う

に
、
目
と
耳
に
一
方
的
に
入

っ
て
く
る
も
の
だ
け
が
情
報

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
情
報
を

多
角
的
に
仕
入
れ
、
そ
れ
ら

を
取
捨
選
択
し
、
自
分
や
家

族
、
会
社
に
と
っ
て
有
益
な

も
の
に
し
た
と
き
こ
そ

が

「
真
の
情
報
」
で
あ
る
と
、

私
は
考
え
ま
す
。

　
真
の
情
報
に
す
る
た
め
に

は
「
取
捨
選
択
で
き
る
力
」

を
養
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
あ
ら
ゆ
る

角
度
で
の
基
礎
情
報
を
知
ら

な
い
と
、
自
分
の
中
で
真
の

情
報
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
で
は
、
基
礎
情
報
と

は
何
か
、
で
す
。

　
例
え
ば
、
橋
本
駅
の
周
辺

は
今
後
ど
う
な
る
の
か
？
　

と
誰
か
に
質
問
さ
れ
た
と
し

ま
す
。
報
道
で
周
知
の
通
り
、

橋
本
駅
に
は
２
０
２
７
年
に

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
が
開
通

し
、
始
発
の
品
川
駅
か
ら
わ

ず
か
７
分
で
行
け
る
よ
う
に

な
る
こ
と
は
基
礎
情
報

で

す
。

　
さ
ら
に
、
隣
駅
・
品
川
駅

の
開
発
状
況
は
ど
う
な

の

か
。
そ
し
て
国
内
の
医
療
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
、
観
光
資
源
、

高
速
道
路
網
、
高
速
バ
ス
の

利
用
状
況
、
外
国
人
の
住
む

人
数
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
需

要
…
。
こ
れ
ら
の
実
態
は
ど

う
な
の
か
。
そ
う
し
た
基
礎

情
報
も
知
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
に
数
々
の
基
礎

情
報
を
取
捨
選
択
し
た
上
で

複
合
的
に
判
断
し
な
い
と
、

自
分
の
考
え
は
絶
対
に
持
て

ま
せ
ん
。
そ
れ
が
で
き
ず
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
で
得
た

知
識
の
み
で
話
し
て
い

る

と
、
意
見
に
深
み
が
な
く
、

単
な
る
受
け
売
り
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
現
在
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が

拡
大
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、
い
た
ず
ら
に
恐
れ

る
の
で
は
な
く
、
過
去
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
感

染
事
例
や
、
人
の
抵
抗
力
と

免
疫
力
、
ウ
イ
ル
ス
の
基
礎

情
報
を
持
っ
て
い
れ
ば
、
怖

さ
も
半
減
す
る
と
い
う
も
の

で
す
。
自
分
が
ど
う
動
い
た

ら
良
い
の
か
の
判
断
も
で
き

ま
す
。

　
「
真
の
情
報
」
を
得
る
こ

と
で
、
近
未
来
予
測
が
立
て

ら
れ
る
の
で
す
。
日
々
基
礎

情
報
を
蓄
え
、
素
晴
ら
し
い

人
生
に
お
け
る
場
面
、
場
面

の
判
断
を
し
て
い
た
だ
け
た

ら
幸
い
で
す
。

　
（
湘
南
デ
ザ
イ
ン
Ｃ
Ｅ
Ｏ

／
相
模
原
商
工
会
議
所
工
業

部
会
副
部
会
長
）

　
リ
ガ
ル
ジ
ョ
イ
ン
ト
（
南

区
大
野
台
）
は
、
冷
却
水
や

切
削
水
の
供
給
量
が
自
動
制

御
で
き
る
装
置
「
ワ
ー
ル
ド

マ
ニ
ホ
ー
ル
ド
キ
ー
パ

ー

（
Ｗ
Ｍ
Ｋ
）
」
＝
写
真
＝
を

製
品
化
し
た
。
半
導
体
や
Ｆ

Ｐ
Ｄ
（
フ
ラ
ッ
ト
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
プ
レ
イ
）
、
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
の
射
出
成
形
な
ど
の
生

産
工
程
で
使
用
す
る
。

　
熱
を
持
っ
た
装
置
や
金
型

を
冷
却
す
る
際
、
従
来
は
投

入
す
る
冷
却
水
の
流
量
を
手

動
で
調
整
し
て
い
た
が
、
そ

れ
に
は
熟
練
の
技
能
が
必
要

だ
っ
た
。

　
そ
の
点
、
同
製
品
は
、
装

置
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
で
も

流
量
を
設
定
で
き
る
ほ
か
、

自
動
制
御
も
で
き
る
。
目
標

流
量
と
実
際
の
流
量
の
差
を

常
に
監
視
し
て
お
り
、
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
制
御
も
実
施
す

る
。
最
大
10
系
統
の
同
時
制

御
が
可
能
だ
。

　
ま
た
、
半
導
体
や
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
業
界
だ
け
で
な
く
、

金
属
加
工
の
分
野
に
も
使
え

る
。
同
装
置
を
水
道
配
管
に

取
り
付
け
れ
ば
、
切
削
水
を

供
給
す
る
た
め
の
タ
ン
ク
に

対
し
て
も
、
一
定
流
量
で
水

を
自
動
供
給
し
続
け
る
。

　
制
御
可
能
な
流
量
範
囲
は

毎
分
１
リ
ッ
ト
ル
か
ら
30
リ

ッ
ト
ル
ま
で
。
価
格
は
１
系

統
で
６
万
円
前
後
を
予
定
す

る
。

　
相
模
原
商
工
会
議
所
は
３

月
25
日
、
小
田
急
ホ
テ
ル
セ

ン
チ
ュ
リ
ー
相
模
大
野

で

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
支
援
施
策
セ
ミ
ナ

ー
」
を
緊
急
開
催
し
た
。
当

日
は
計
90
名
が
参
加
。
感
染

症
対
策
と
し
て
、
少
人
数
制

に
よ
る
複
数
回
の
開
催
と
な

っ
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
政
府
系

金
融
機
関
の
日
本
政
策
金
融

公
庫
厚
木
支
店
と
、
神
奈
川

県
信
用
保
証
協
会
厚
木
支
店

の
担
当
者
か
ら
、
新
型
コ
ロ

ナ
対
策
と
し
て
今
回
、
緊
急

発
動
し
て
い
る
融
資
制

度

（
無
利
子
・
無
担
保
融
資
や

マ
ル
ケ
イ
融
資
の
金
利
引
き

下
げ
）
、
保
証
制
度
（
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
・
貸
し

付
け
）
な
ど
の
説
明
が
あ
っ

た
。

　
ま
た
、
瑞
穂
事
務
所
代
表

の
岩
谷
房
雄
社
会
保
険
労
務

士
が
、
厚
生
労
働
省
関
連
助

成
金
制
度
（
雇
用
調
整
助
成

金
、
小
学
校
の
臨
時
休
業
に

伴
う
支
援
、
テ
レ
ワ
ー
ク
導

入
支
援
）
な
ど
に
つ
い
て
説

明
し
た
。
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実
を
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
受
け
、
相
模
原
商
工
会
議
所
工
業
部
会
（
甲

斐
美
利
部
会
長
）
は
、
中
小
製
造
業
の
事
業
所
で
感
染
者
が
発
生
し
た
場
合
の
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
た
。
相
模
原
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者
数
が
増
加
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
企
業
の
危
機
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
。
万
一
の
場
合
の
対
応
を
示
す
こ
と
で
、

中
小
企
業
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を
後
押
し
す
る
。
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
策
定
支

援
の
一
環
。


